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●久保　善裕 様（笠　木） 長男海輝さん出産内祝として ５万円

●浦南　辰浩 様（寺　戸） 次女和花さん出産内祝として　　 ３万円

●柳本　進　 様（槙　尾） 亡父清さん満中陰志として　　　 ５万円

●匿　　名　　　　　　　　 福祉に役立つように　　　 １，０５７円

●樋口　正雄 様（堂　原） 亡父豊さん満中陰志として　　　 ５万円

●辰巳　輝男 様（桂　原） 次男星士さん結婚内祝として　　 ５万円

善 意 銀 行
（１０月２３日受理分まで）

皆様の善意に対して心から感謝申し上げます

役　　　　場

IP電話

教 育 委 員 会

IP電話

診 　 療 　 所

IP電話

歯 科 診 療 所

デイサービスセンター

こもれびホール

（財）黒滝森物語村

案内センター

きららの森・赤岩

黒 滝 駐 在 所

人 口 ・ 世 帯 数
（１０月１日現在）

男　　　４８７　人　　（－５）

女　　　５４８　人　　（－１）

計　１，０３５　人　　（－６）

世帯　　　４２２世帯　　（－３）

子 ど も と 取 り 組 む 地 域 活 動子 ど も と 取 り 組 む 地 域 活 動

指指指指名名名名手手手手配配配配被被被被疑疑疑疑者者者者のののの検検検検挙挙挙挙ににににごごごご協協協協力力力力をををを！！！！

平成１９年９月末現在、全国の警察から指名手配されている

者は、警察庁指定特別手配被疑者として地下鉄サリン事件など

で特別手配しているオウム真理教関係被疑者３人を始めとし

て、約１，９００人に上っております。

これらの被疑者は、殺人、強盗等の凶悪事件、暴行、傷害等の

粗暴事件、窃盗事件、詐欺、横領等の知能犯事件などに関して

手配されており、再び犯行を繰り返すおそれがあるので、早期

に検挙しなければなりません。

警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定して、１１月中に

全国警察の総力を挙げて追跡調査を行うこととし、これら被疑

者の早期検挙に取り組んでいるところです。

この指名手配被疑者の発見に向けた各種捜査活動には、国民

の皆さんの御協力が是非とも必要です。指名手配被疑者によく

似た人を見かけたといった情報などどんなわずかなことでも結

構ですので、警察に通報していただくようお願いします。

中吉野警察署　@ ０７４７－５３－０１１０



堀
口
議
員
質
問

１
点
目
は
急
傾
斜
工
事
に
つ
い
て
で

す
。
村
内
は
、
か
な
り
本
事
業
は
進
ん

だ
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
か
な

り
の
条
件
が
整
な
わ
な
け
れ
ば
急
傾
斜

地
指
定
区
域
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
本
当
に
条
件
は
あ
る
の
か
、
ま

た
、
あ
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
辺
の
こ
と

に
つ
い
て
、
該
当
の
地
域
か
ら
「
お
か

し
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

条
件
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
一
日
で
も
早
く
と
願
っ
て
い
る
村

民
も
い
る
事
は
村
は
知
っ
て
い
ま
す

か
。
是
非
格
差
の
無
い
村
民
が
安
心
し

て
日
々
が
送
れ
る
村
づ
く
り
を
期
待
し

ま
す
が
如
何
で
す
か
。

次
に
、洞
川
下
市
線
改
修
に
つ
い
て
、

商
工
会
館
付
近
の
改
修
の
話
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。
又
、
道
路
改
修
は
あ

り
ま
す
か
。
現
在
ま
で
議
会
の
方
へ
は

何
の
話
も
無
い
こ
と
に
つ
い
て
村
は
ど

う
思
っ
て
い
ま
す
か
。
商
工
会
館
建
設

に
つ
い
て
、
こ
の
件
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
の
は
家
治
議
員
（
現
議
長
）
と
私

と
、
そ
し
て
村
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
当
時
山
林
労
働
組
合
（
昭
和
58

年
組
合
員
２
８
１
名
別
紙
資
料
）
と
の

話
、
そ
し
て
村
と
商
工
会
と
の
文
章
を

取
り
交
わ
し
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

取
り
か
か
っ
た
の
は
昭
和
58
年
の
事
で

す
。

毎
年
１
０
０
万
円
を
積
立
、
昭

和
62
年
１
、
２
４
０
万
円
の
補
正
を
組

ん
で
、
１
、
７
４
０
万
円
の
建
物
を
建

設
さ
れ
た
と
覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
の

先
輩
議
員
は
か
な
り
の
議
論
の
上
で
建

設
さ
れ
た
事
を
思
う
時
、
道
路
改
修
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
移
築
等
の
話
は
是
非

議
会
に
あ
る
べ
き
と
思
う
が
如
何
で
す

か
。
本
件
に
つ
い
て
の
資
料
を
提
出
願

え
な
い
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
赤
滝
五
條
線
に
つ
い
て
、
各

町
村
の
県
道
を
見
た
時
、
本
村
が
一
番

改
修
が
進
ん
で
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
に
過
日
通
行
止
め
に
な
っ
た
御
吉
野

か
ら
寺
戸
の
間
、
今
ま
で
か
ら
我
々
議

員
で
活
動
を
と
言
っ
た
ら
村
が
や
り
ま

す
と
言
う
状
態
、
会
議
の
中
で
も
言
い

ま
し
た
が
、
あ
の
時
、
何
か
事
故
等
発

生
し
た
ら
と
思
う
時
、
早
期
改
修
を
願

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
現
状
拡

幅
と
前
々
か
ら
申
す
様
に
過
疎
に
繋
が

る
改
修
は
考
え
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

辻
村
村
長
答
弁

ま
ず
、
急
傾
斜
地
と
は
地
質
に
関
係

な
く
傾
斜
度
が
30
度
以
上
の
土
地
で
あ

る
こ
と
が
、
定
義
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
連
の
急
傾
斜
地
で
高

さ
が
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
で
人
家

が
５
戸
以
上
あ
る
こ
と
と
、
人
家
と
人

家
の
距
離
が
50
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て

い
な
い
こ
と
等
が
基
準
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
官
公
署
・
学
校
・
病
院
・
旅

館
等
に
危
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
５
戸
未
満
の
戸
数
で
も
指
定
さ

れ
ま
す
。
区
域
の
指
定
手
続
き
の
主
体

は
県
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
指
定
申
請
に

あ
た
っ
て
の
書
類
作
成
は
市
町
村
が
行

な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、
同
危
険
区
域

の
崩
壊
対
象
事
業
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
公
共
事
業
と
県
単
事
業
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
公
共
事
業
の
基
準

に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
的
に
工
事
費

が
７
、
０
０
０
万
円
以
上
の
も
の
が
原

則
で
、
急
傾
斜
地
の
高
さ
が
10
メ
ー
ト

ル
以
上
、
人
家
の
戸
数
が
お
お
む
ね
10

戸
以
上
、
人
家
と
人
家
の
距
離
が
１
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
な
い
こ
と
な
ど

が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
基
準
に

該
当
し
な
い
区
域
に
つ
い
て
は
県
単
独

事
業
と
な
り
ま
す
。
現
在
の
指
定
基
準

及
び
手
続
等
に
つ
い
て
は
、
今
申
し
上

一一一一
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９
　
月

３
日
○
常
任
委
員
長
打
合
せ

○
民
生
委
員
推
薦
会

６
日
○
第
４
回
議
会
定
例
会

○
決
算
審
査
特
別
委
員
会

７
日
○
交
通
対
策
協
議
会

10
日
○
経
済
建
設
常
任
委
員
会

11
日
○
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

14
日
○
第
４
回
議
会
定
例
会
（
再
開
）

○
全
員
協
議
会

15
日
○
市
町
村
の
あ
り
方
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

18
日
○
区
長
会

21
日
○
吉
野
し
尿
処
理
施
設
整
備

協
議
会
知
事
へ
の
要
望

○
地
域
活
性
化
委
員
会

27
日
〜
29
日

○
国
会
へ
陳
情
活
動
及
び
議
員
研
修

10

月

２
日
○
吉
野
郡
町
村
議
会

議
長
会
議
員
研
修

４
日
○
全
員
協
議
会

10
日
〜
12
日

○
中
吉
野
広
域
消
防
組
合

議
員
研
修

11
日
○
戦
没
者
追
悼
式

12
日
○
奈
良
県
人
権
推
進
研
究
大
会

14
日
○
五
條
市
制
50
周
年
記
念
式
典

16
日
○
全
員
協
議
会

○
経
済
建
設
常
任
委
員
会

17
日
○
（
財
）
黒
滝
・
森
物
語
村
理
事
会

18
日
〜
19
日

○
奈
良
県
町
村
議
会

議
長
会
役
員
県
外
視
察
研
修

19
日
○
全
国
へ
き
地
教
育

研
究
大
会
奈
良
大
会

21
日
○
地
域
安
全
運
動
中
吉
野
地
区
大
会

24
日
○
例
月
出
納
監
査

25
日
〜
26
日

○
吉
野
郡
人
権
同
和

推
進
協
議
会
県
外
研
修

26
日
○
地
域
活
性
化
委
員
会

31
日
○
黒
滝
村
人
権
同
和

推
進
協
議
会
現
地
研
修

議議 会会■
　
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

●
平
成
19
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

●
平
成
19
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

●
平
成
19
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

■
　
補
正
予
算
に
つ
い
て

●
平
成
19
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

９
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
議
会
定
例

会
が
開
か
れ
、18
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
の
原
案
も
承
認
・
可
決
・
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

第
４
回
議
会
定
例
会

●
平
成
19
年
度
黒
滝
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
平
成
19
年
度
黒
滝
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

■
　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
黒
滝
村
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定

●
平
成
18
年
度
黒
滝
村
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

●
平
成
18
年
度
黒
滝
村
老
人
保
健
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

●
平
成
18
年
度
黒
滝
村
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

●
平
成
18
年
度
黒
滝
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

●
平
成
18
年
度
黒
滝
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

■
　
そ
の
他

●
黒
滝
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

槙
　
尾
　
山
本

忠
男

氏

●
黒
滝
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

寺
　
戸
　
中
谷

敏
弘
氏

粟
飯
谷
　
平
岩

一
晃
氏
　

●
有
害
鳥
獣
対
策
の
抜
本
強
化
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

広報くろたき　

げ
た
と
お
り
で
す
。
村
と
し
て
は
、
各

申
請
に
つ
き
ま
し
て
速
や
か
に
県
に
提

出
す
る
と
と
も
に
、
指
定
基
準
の
条
件

緩
和
等
要
望
を
行
な
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
引
き
続
き
要
望
を
行
な
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
県
道
改
修
に
つ
い
て
で
す
。
ま

ず
、
県
道
洞
川
下
市
線
の
商
工
会
館
付

近
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ

り
少
し
ず
つ
拡
幅
工
事
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
今
年
度
は
、
路

線
調
査
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
商
工
会
館
に
つ
い
て
は
、
昭
和

62
年
に
建
設
費
補
助
金
を
補
正
予
算
に

よ
り
拠
出
し
、
会
館
建
設
の
時
点
（
昭

和
62
年
７
月
）
で
商
工
会
と
土
地
の
使

用
貸
借
契
約
を
締
結
し
現
在
に
至
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
改
良
工
事
の
実

施
に
伴
い
立
ち
退
き
が
必
要
と
な
っ
て

参
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
契
約
解
除

に
つ
い
て
の
協
議
・
締
結
等
に
つ
き
ま

し
て
は
議
会
へ
の
報
告
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、「
村

と
商
工
会
の
文
書
」
に
つ
き
ま
し
て
は

現
時
点
で
は
確
認
で
き
ず
、
村
と
商
工

会
の
取
り
決
め
事
項
に
つ
い
て
は
把
握

で
き
な
か
っ
た
為
、
村
と
し
ま
し
て
は

移
築
の
件
に
つ
き
、
具
体
的
な
商
工
会

と
の
契
約
解
除
の
協
議
も
な
い
中
で
議

会
に
報
告
す
べ
き
と
の
認
識
は
ご
ざ
い



中
森
議
員
質
問

平
成
18
年
度
の
複
式
に
な
る
時
は
、

保
護
者
の
方
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
か
。

保
護
者
か
ら
複
式
解
消
の
希
望
が
あ
り

ま
す
か
。
保
護
者
全
員
の
意
見
を
聞
か

な
く
て
も
よ
い
の
で
す
か
。

辻
村
村
長
答
弁

全
保
護
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
学
校
行
事
や

役
員
会
の
機
会
な
ど
で
、
校
長
先
生
に

意
見
聴
取
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
全
員
と
い
い
ま
し
て
も
、
現
在
の

保
護
者
だ
け
で
は
な
く
こ
れ
か
ら
入
学

し
て
く
る
児
童
の
保
護
者
も
対
象
に
な

り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
全
員
と
ど
の

辺
で
区
切
る
の
か
は
大
変
難
し
く
な
り

ま
す
。
よ
っ
て
、
現
在
は
、
先
生
方

（
学
校
）
か
ら
の
意
見
を
汲
み
上
げ
る
と

い
う
形
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

喜
田
教
育
長
答
弁

学
校
長
か
ら
教
育
委
員
会
・
村
長
宛

に
請
願
の
文
書
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
都
度
保
護
者
の
方
の
意
見

を
校
長
よ
り
聞
い
て
み
る
と
、
複
式
学

級
に
な
る
と
い
う
の
は
不
安
が
大
き
い

よ
う
で
す
。
学
力
を
落
と
さ
な
い
取
り

組
み
を
し
て
い
き
た
い
中
で
、
先
生
方

も
複
式
学
級
の
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。

子
供
に
と
っ
て
も
不
安
で
す
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、
複
式
解
消
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
森
議
員
質
問

よ
く
解
り
ま
し
た
が
、
単
独
だ
け
で

は
な
く
、
大
き
な
学
校
と
の
統
合
等
広

い
視
野
で
考
え
て
い
た
だ
い
て
る
の
か
。

喜
田
教
育
長
答
弁

そ
の
件
に
対
し
ま
し
て
、
他
の
町
村

と
の
組
合
立
の
学
校
を
作
る
し
か
方
法

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
複
数
の
学
校
が

統
合
等
で
一
つ
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
を
考

え
て
の
事
に
な
り
ま
す
が
、
教
育
委
員

会
だ
け
で
の
話
で
は
な
く
、
自
治
体
の

長
が
決
め
る
話
に
な
る
で
し
ょ
う
。
準

備
期
間
が
大
変
長
く
掛
か
る
上
に
、
出

来
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
内
か
ら
、
保

護
者
に
話
も
出
来
ま
せ
ん
。
現
状
を
考

え
、
ま
た
黒
滝
村
の
子
ど
も
達
は
、
村

が
責
任
を
持
っ
て
教
育
を
し
て
い
く
と

い
う
基
本
姿
勢
に
そ
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

中
森
議
員
質
問

そ
れ
に
向
け
て
の
努
力
は
し
て
い
る

の
か
。

辻
村
村
長
答
弁

教
育
長
同
士
で
の
協
議
は
あ
る
よ
う

に
聞
い
て
い
ま
す
が
、
町
村
長
同
士
で

の
協
議
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

喜
田
教
育
長
答
弁

組
合
立
の
件
に
つ
い
て
、
一
昨
年
度

文
部
科
学
省
に
問
合
せ
た
と
こ
ろ
、
市

町
村
合
併
が
前
提
で
な
い
と
認
め
な
い

と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
郡
内
の
村
と
名
の
付
く
学

校
は
、
全
て
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
同
じ

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
郡
の
教
育
長

会
で
も
今
後
協
議
し
て
い
く
べ
き
議
題

と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

平
議
員
質
問

本
村
の
地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

質
問
い
た
し
ま
す
。

本
村
の
現
状
は
、
少
子
高
齢
化
の
流

れ
の
中
に
お
い
て
、
長
期
に
わ
た
る
林

業
不
況
の
影
響
も
あ
り
、
全
国
の
多
く

の
山
間
町
村
と
同
様
、
活
力
を
失
い
重

い
閉
塞
感
が
充
満
し
て
、
地
域
社
会
の

存
続
も
近
い
将
来
危
ぶ
ま
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
と

考
え
ま
す
。村
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

以
前
の
ご
答
弁
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
町

村
合
併
を
最
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、

合
併
新
法
の
終
わ
る
22
年
ま
で
に
は
合

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
議
論
を
お
も

ん
み
れ
ば
早
々
に
議
会
に
報
告
す
べ
き

で
あ
っ
た
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
点
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
当
時
の
資
料
と
し
て
確

認
で
き
る
の
は
使
用
貸
借
契
約
書
の
み

で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
赤
滝
五
條
線
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
村
と
し
て
は
地
元
の
意

見
も
聴
き
、
議
員
各
位
の
協
力
も
得
な

が
ら
早
期
改
修
に
向
け
て
今
後
も
県
に

働
き
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

堀
口
議
員
質
問

急
傾
斜
工
事
に
つ
い
て
、
条
件
が
あ

る
だ
ろ
う
が
、
必
要
性
が
あ
れ
ば
工
事

す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
条
件
を
満
た
し

て
い
な
く
て
も
危
険
箇
所
は
あ
り
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
要
望
が
沢
山
あ
る
。
そ

れ
を
村
長
の
手
腕
で
ど
う
に
か
な
ら
な

い
も
の
か
。
中
に
は
、
一
時
的
に
住
民

票
を
戻
し
て
き
て
、
工
事
が
終
わ
れ
ば

ま
た
転
出
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
よ
り
、
一
生
黒
滝
で

生
活
し
て
い
る
人
の
方
が
大
事
で
は
な

い
か
。
要
望
が
沢
山
あ
る
こ
と
を
分
か

っ
て
頂
き
、
区
長
会
と
も
協
議
し
て
、

少
数
で
も
村
費
で
し
て
い
く
こ
と
は
出

来
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
点
目
で
す
が
、
商
工
会
か
ら
村
の

方
へ
寄
付
金
は
無
か
っ
た
か
。
あ
と
、

商
工
会
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
村
長
・

議
会
と
よ
く
協
議
し
て
進
め
て
い
き
た

い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

辻
村
村
長
答
弁

確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
商
工

会
よ
り
３
０
０
万
円
の
寄
付
金
と
い
う

形
で
一
部
返
還
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
、
今
年
中
に
商
工
会
の
移
築
の
話
も

出
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
に

議
会
へ
報
告
い
た
し
ま
す
。
急
傾
斜
に

つ
い
て
、
何
分
村
の
財
政
事
情
も
あ
り
、

県
の
条
件
緩
和
に
対
し
て
の
要
望
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
森
議
員
質
問

「
黒
滝
村
の
教
育
指
針
」
に
つ
い
て

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
１
点
目
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

小
学
校
の
複
式
学
級
の
解
消
と
い
う
こ

と
で
、
平
成
18
年
度
に
お
き
ま
し
て
は

本
村
の
教
育
構
想
と
い
い
ま
す
か
、
計

画
に
よ
り
、
現
状
の
ま
ま
の
７
学
級
に

整
備
し
村
費
で
１
名
の
教
員
を
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、
複
複
式
学
級
と
な
り
、
村
費
で

２
名
の
教
員
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
少

子
化
現
象
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
下
で
の
、
今
後
の
村
の
教
育
構
想
は
、

特
に
お
子
さ
ん
を
抱
え
る
家
庭
に
す
れ

ば
気
が
気
で
な
い
状
態
か
も
し
れ
ま
せ

ん
の
で
、
村
長
の
忌
憚
の
な
い
お
考
え

を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
平
成
19
年
度
に
お
き
ま

し
て
は
各
学
校
の
校
舎
の
耐
震
診
断
に

７
０
０
万
円
前
後
の
経
費
で
調
査
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
診
断
の
結
果
、

耐
震
補
強
が
必
要
と
な
れ
ば
、
そ
れ
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
耐
震
補
強
を
行
な
え
ば
相
当
の
経

費
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
の
耐
震
補
強
を
行
な
っ
て
も
、
他

の
部
分
の
改
修
な
ど
改
善
で
き
な
い
問

題
が
出
て
く
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
徒
数
も
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
一
つ
の
校
舎
の
み
を
補
強
・
増

築
し
、
集
中
し
た
学
校
教
育
を
行
っ
た

方
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
各
校

舎
の
耐
震
補
強
の
経
費
等
を
含
め
今
後

の
方
向
性
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
点
目
は
、
２
台
配
置
さ
れ
て
お
り

ま
す
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
朝
と
夕
方
の

２
回
、
児
童
・
生
徒
を
送
り
迎
え
す
る

僅
か
の
時
間
以
外
は
使
用
さ
れ
て
い
な

い
、
つ
ま
り
遊
休
化
し
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
も
っ

と
効
率
的
に
活
用
で
き
な
い
も
の
か
と

い
う
疑
義
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
先
に

申
し
ま
し
た
よ
う
に
生
徒
数
の
減
少
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
大

型
車
か
ら
小
型
車
に
す
る
と
か
、ま
た
、

走
行
す
る
時
間
と
は
重
複
し
な
い
時
間

帯
に
各
種
団
体
が
利
用
す
る
と
か
社
会

教
育
の
面
な
ど
に
多
目
的
に
利
用
す
る

こ
と
や
福
祉
バ
ス
の
併
用
な
ど
、
行
財

政
改
革
の
視
点
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

効
率
的
な
活
用
に
つ
い
て
い
か
が
お
考

え
で
す
か
。

辻
村
村
長
答
弁

学
校
教
育
法
第
29
条
に「
市
町
村
は
、

そ
の
区
域
内
に
あ
る
学
齢
児
童
を
就
学

さ
せ
る
に
必
要
な
小
学
校
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
り
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
に
の
っ
と
り
小
学
校
を
存

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

平
成
20
年
度
は
、
複
式
学
級
が
二
つ
に

な
り
ま
す
。
児
童
の
学
力
低
下
を
招
か

な
い
為
に
も
村
費
講
師
を
２
人
採
用
さ

せ
、
７
学
級
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
が
変

化
し
た
場
合
は
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

耐
震
補
強
に
つ
い
て
、
現
在
発
注
し

て
い
ま
す
耐
震
診
断
業
務
に
は
、
補
強

概
要
及
び
補
強
に
必
要
な
概
算
費
用
書

も
併
せ
て
提
出
す
る
よ
う
発
注
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
い

ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
検
討
し
、
ま
た
、

教
育
委
員
会
と
相
談
の
上
、
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
目
的
外
使
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
制
度
上
可
能
で
す
。
現

在
、
朝
夕
４
回
か
ら
５
回
の
運
行
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
園
児
・
児
童
・
生
徒

の
安
全
な
通
学
に
万
全
を
期
す
る
こ
と

を
第
１
に
、
ま
た
、
支
障
を
き
た
さ
ぬ

よ
う
目
的
外
使
用
に
つ
き
ま
し
て
は
検

討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

次
に
大
型
車
か
ら
小
型
車
に
し
て
は

と
い
う
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
20
年
度
ま
で
は
、
現
行
の
ま
ま
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
成
21

年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
バ
ス
を

買
い
換
え
る
場
合
は
小
型
車
に
と
考
え

ま
す
が
、
現
行
の
運
転
手
だ
け
で
な
く

バ
ス
も
併
せ
て
民
間
業
者
に
委
託
し
た

ほ
う
が
安
価
で
済
む
の
か
等
、
総
合
的

に
勘
案
、
検
討
し
た
上
で
、
ご
提
案
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
般
客
を

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
同
乗
さ
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、最
近
の
治
安
等
を
踏
ま
え
、

見
ず
知
ら
ず
の
人
が
乗
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

広報くろたき　



減
額
内
容

改
修
工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度

分
に
限
り
、
固
定
資
産
税
額
の
３
分
の

１
を
減
額
（
100
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
を

限
度
）【

手
続
き
】

次
の
書
類
を
改
修
工
事
が
完
了
し
た

日
か
ら
３
ヶ
月
以
内
に
住
民
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
　
高
齢
者
等
居
住
改
修
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
減
額
申
請
書

②
　
工
事
明
細
書
や
写
真
な
ど
、
工
事

内
容
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書

類③
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
要
し
た
費

用
を
証
す
る
書
類

【
そ
の
他
】

①
　
減
額
措
置
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

１
戸
に
つ
き
、１
回
ま
で
と
な
り
ま
す
。

②
　
新
築
住
宅
の
軽
減
措
置
や
、
住
宅

耐
震
改
修
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
額

措
置
な
ど
を
受
け
て
い
る
住
宅
は
除
か

れ
ま
す
。

問
合
せ

役
場
住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

辻
村
村
長
答
弁

県
か
ら
の
補
助
金
に
影
響
し
て
く
る

部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
知
事
に
直
接
要
望
を
し
て
い
き
た

い
。
私
個
人
の
意
見
で
す
が
、
森
林
組

合
も
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
方
が
良
い

の
で
は
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。

平
議
員
質
問

本
村
に
お
い
て
の
観
光
産
業
・
観
光

資
源
に
つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
様
に
進

め
て
い
く
の
か
。

辻
村
村
長
答
弁

観
光
資
源
に
つ
い
て
は
、
開
発
出
来

れ
ば
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
国
・

県
の
補
助
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
観

光
施
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
か
ら
日
が

経
ち
、
維
持
す
る
だ
け
で
精
一
杯
で
す

が
、「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

事
業
を
充
て
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
活

用
し
て
い
き
た
い
。

黒
滝
村
地
域
活
性
化
委
員
会
に
諮
り
な

が
ら
よ
り
成
果
が
上
が
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

続
き
ま
し
て
活
性
化
委
員
会
の
進
捗

状
況
並
び
に
委
員
会
提
言
に
基
づ
く
施

策
の
財
源
に
つ
い
て
で
す
が
、
委
員
会

を
ま
だ
２
回
し
か
開
催
し
て
お
ら
ず
、

具
体
的
な
提
案
は
今
の
と
こ
ろ
は
頂
い

て
い
な
い
。
し
か
し
、
二
つ
の
部
会
を

設
定
し
て
、
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
一
つ
は
産
業
的
な
も
の
を

考
え
、
も
う
一
つ
は
、
活
性
化
と
は
何

か
を
本
村
の
現
状
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

追
求
し
て
い
く
部
会
と
い
う
ふ
う
に
分

か
れ
た
。
た
だ
、
現
在
は
ま
だ
模
索
の

状
態
で
あ
り
ま
す
が
、
提
言
さ
れ
た
事

業
に
つ
い
て
は
村
の
事
業
と
し
て
、
国

の
あ
ら
ゆ
る
補
助
事
業
を
検
討
し
て
財

源
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

平
議
員
質
問

林
業
を
軸
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

森
林
組
合
の
合
併
に
つ
い
て
村
の
事
業

に
影
響
を
及
ぼ
す
部
分
も
あ
る
か
と
思

う
の
で
、
村
長
の
考
え
が
あ
れ
ば
教
え

て
頂
き
た
い
。

併
の
方
向
で
努
力
す
る
と
の
決
意
を
表

明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
年
度
所
信
表

明
に
お
い
て「
黒
滝
村
活
性
化
委
員
会
」

を
設
置
し
、
産
業
全
般
に
わ
た
る
村
の

活
性
化
の
提
言
と
、
国
の
「
頑
張
る
地

方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
用
さ
れ
る

施
策
と
を
検
討
す
る
な
ど
、
積
極
的
に

対
応
す
る
姿
勢
を
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。そ

こ
で
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
ご
質

問
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
１
点
目
は
「
頑
張
る
地
方
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
、
こ
の
度
村

よ
り
提
出
し
、
国
よ
り
採
択
内
定
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
と
補
助
内
容
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

次
に
、「
活
性
化
委
員
会
」
の
進
捗
状

況
、
及
び
委
員
会
提
言
に
基
づ
く
施
策

を
実
施
す
る
際
に
、
必
要
と
な
る
財
源

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
措
置
さ
れ
る

予
定
な
の
か
。
措
置
が
出
来
な
い
よ
う

で
あ
れ
ば
今
年
度
も
含
め
次
年
度
以
降

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
事

業
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
事
は
可
能
で
あ
る

か
。
お
聞
き
し
た
い
。

辻
村
村
長
答
弁

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

事
業
に
つ
い
て
、
や
る
気
が
あ
る
地
方

が
自
由
に
独
自
の
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
魅
力
あ
る
地
方
」
に
生
ま

れ
変
わ
る
よ
う
、
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
考
え
、
前
向
き
に
取
り
組
む
地
方

公
共
団
体
に
対
し
、
地
方
交
付
税
等
の

支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
予
算
化
さ
れ
、
全
国
の
各
市
町
村
に

一
律
３
千
万
円
を
３
ヵ
年
に
わ
た
っ
て

措
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

本
村
は
、「
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
を

中
心
に
地
域
活
性
化
を
図
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
応
募
し

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
事
業
は
、

◆
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
森
林
管
理
協
議
会
）
研
修

会
２
、
２
０
０
千
円
◆
未
整
備
林
把
握

調
査
１
２
、
０
０
０
千
円
◆
林
業
従
事

者
用
住
宅
建
設
４
２
、
０
０
０
千
円
◆

有
害
鳥
獣
分
布
調
１
、
２
０
０
千
円
◆

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
検
討
委
員
会
２

９
、
０
０
０
千
円
◆
地
域
活
性
化
委
員

会
５
、
０
０
０
千
円
の
合
計
９
１
、
４

０
０
千
円
で
す
。
こ
れ
を
３
ヵ
年
で
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
今
年
度
分
に

つ
い
て
は
、
こ
の
た
び
の
議
会
に
提
案

申
し
上
げ
て
い
ま
す
が
、
過
日
の
総
務

厚
生
常
任
委
員
会
で
各
委
員
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

よ
り
村
の
実
情
に
即
し
た
事
業
と
な
る

よ
う
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
２
年
目
以
降
は
、
今
年
度

の
結
果
に
基
づ
き
事
業
計
画
の
変
更
も

含
め
調
整
し
、
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
、

地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保

し
、
地
方
税
に
対
す
る
納
税
者
の

信
頼
を
守
る
た
め
、
次
の
と
お
り

全
市
町
村
で
一
斉
滞
納
整
理
強
化

月
間
を
設
定
し
、
差
押
等
を
は
じ

め
と
す
る
滞
納
整
理
に
集
中
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

黒
滝
村
で
は
、
全
市
町
村
一
斉

滞
納
整
理
強
化
月
間
中
に
、
差
押

を
中
心
と
し
た
滞
納
整
理
を
積
極

的
に
行
い
ま
す
。

な
お
、
期
間
中
は
各
市
町
村
が
、

滞
納
者
と
取
引
の
あ
る
金
融
機
関

平
成
19
年
度
の
税
制
改
正
で
、
高
齢

者
等
が
居
住
す
る
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
住
宅
の
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。【

概
　
要
】

対
象
住
宅

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
建
築
さ

れ
て
い
る
住
宅
で
、

●
65
歳
以
上
の
方

●
介
護
保
険
法
の
要
介
護
も
し
く
は
要

支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

●
障
が
い
者
の
方

い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
住
宅
（
賃

貸
住
宅
を
除
く
）

対
象
工
事

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
次
の
工
事
を
行

い
、
自
己
負
担
額
が
30
万
円
以
上
（
補

助
金
等
を
除
い
た
額
）
の
も
の

●
浴
室
の
改
良
　
●
引
き
戸
へ
の
取
替

え
　
●
手
す
り
の
取
付
け
　
●
便
所
の

改
良
　
●
階
段
の
勾
配
の
緩
和
　

●
床
の
段
差
の
解
消
　
●
廊
下
の
拡
幅

●
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

や
勤
務
先
等
に
対
し
、
法
律
に
基
づ
く

財
産
調
査
に
つ
い
て
も
集
中
的
に
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
時
期

●
平
成
19
年
12
月

参
加
市
町
村

●
県
内
全
市
町
村

各
市
町
村
の
取
組
例

①
滞
納
者
に
対
す
る
差
押

（
預
貯
金
・
給
料
等
）
の
集
中
実
施

②
滞
納
者
に
対
す
る
電
話
催
告
・

文
書
催
告
・
訪
問
催
告
の
集
中
実
施

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
固
定

資
産
税
の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
平
成
19
年
１
月
２
日
以
降
に

完
成
し
た
新
築
家
屋
や
増
改
築
さ

れ
た
家
屋
を
対
象
に
、
役
場
職
員

が
調
査
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
調
査
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
る
と

共
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
１
月
２
日
以
降
で

取
り
壊
し
た
家
屋
が
あ
る
場
合

は
、
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
固
定
資

産
税
が
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

役
場
住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

税税税税 務務務務 のののの おおおお 知知知知 らららら せせせせ

新
築
・
増
築
　
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
！

全
市
町
村
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
を
設
定
し
ま
す
。

〜
許
さ
な
い
！
滞
納
〜

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
に
つ
い
て

広報くろたき　
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た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
！

９
月
２
日
（
日
）、
村
商
工
会

青
年
部
（
部
長
　
上
東
正
佳
氏
）

10
名
が
、「
黒
滝
・
森
物
語
村
」

周
辺
の
河
川
等
で
、
ク
リ
ー
ン
運

動
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
の
観
光
客
の
落
と
し
物

（
ゴ
ミ
）
が
黒
滝
村
に
も
た
く
さ

ん
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

『
自
分
が
出
し
た
ゴ
ミ
は
自
分
で

持
っ
て
帰
る
！
』

マ
ナ
ー
は
守
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

10
月
19
日
（
金
）、
黒
滝
小
学

校
で
「
第
56
回
全
国
へ
き
地
教
育

研
究
大
会
」
の
分
科
会
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
約
80
名
の
教
育
関

係
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

黒
滝
小
学
校
で
は
、
３
年
前
か

ら
ふ
る
さ
と
を
知
り
、
愛
す
る
心

を
育
て
る
〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
し
た
や
ま
な
み
タ
イ
ム

を
通
し
て
〜
を
　
　
テ
ー
マ
に

「
生
活
科
」「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
、
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
地
域
の
方
々
の
協

力
を
得
て
低
学
年
、
中
学
年
、
高

学
年
の
授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。

一
部
の
授
業
で
は
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
活
動
と
し

て
全
校
ス
ピ
ー
チ
も
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
辻
村
村
長
、
尾
上
副

議
長
等
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
研

究
発
表
・
研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

研
究
発
表
で
は
、
３
年
間
の
研

究
の
概
要
と
、
本
校
と
地
域
と
の

関
わ
り
の
中
で
ど
の
よ
う
な
特
色

を
出
し
て
き
た
か
を
発
表
し
ま
し

た
。最

後
に
、
指
導
主
事
よ
り
研
究

の
視
点
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
ご

指
導
の
後
、
地
域
の
よ
さ
を
生
か

し
な
が
ら
た
く
ま
し
い
児
童
の
育

成
を
目
指
し
て
欲
し
い
と
の
ご
助

言
を
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に

研
究
協
議
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

本
大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
中
学
校
の
皆
様

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の

方
々
の
協
力
な
く
し
て
成
功
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゴミのない村にゴミのない村に！！
商工会青年部クリーン運動商工会青年部クリーン運動

サ
サ
ユ
リ
組
合
「
林
野
庁
長
官
賞
」
受
賞

農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
、

い
き
い
き
と
し
た
シ
ニ
ア
活
動

を
展
開
し
て
い
る
高
齢
者
や
そ

れ
を
支
援
す
る
団
体
を
表
彰
す

る
い
き
い
き
シ
ニ
ア
活
動
表
彰

の
表
彰
式
が
10
月
９
日
（
火
）、

東
京
都
霞
ヶ
関
の
農
林
水
産
省

に
て
行
わ
れ
、
黒
滝
村
お
よ
び

天
川
村
で
活
動
し
て
い
る

サ
サ
ユ
リ
組
合
が
林
野
庁
長
官

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式

に
は
組
合
長
の
吉
村
元
成
氏
が

出
席
し
、
林
野
庁
長
官
よ
り
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
農
林
漁
業
・
農

産
漁
村
の
特
性
を
生
か
し
つ

つ
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
を
目

指
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
て

ら
れ
る
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、
表
彰
を
通
じ
て
各

地
域
で
の
高
齢
者
対
策
の

助
長
と
地
域
で
の
自
発
的

な
取
り
組
み
の
推
進
に
資

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。サ

サ
ユ
リ
組
合
は
平
成

15
年
に
結
成
さ
れ
、
黒
滝

村
と
天
川
村
を
中
心
に
サ
サ
ユ

リ
を
栽
培
し
、
道
の
駅
吉
野
路

黒
滝
で
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
林
業
を
巡
る
厳
し
い
現
況

の
中
で
、
林
地
を
利
用
し
た
新

た
な
商
品
作
物
と
し
て
、
サ
サ

ユ
リ
の
栽
培
に
着
手
し
、
栽
培

技
術
の
向
上
と
普
及
、
販
売
を

通
し
て
組
合
員
の
親
睦
を
図
る

活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
組
合
員
数
は
18
名

で
、
サ
サ
ユ
リ
以
外
に
も
キ
イ

ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ホ
ト
ト
ギ
ス
や
イ

カ
リ
ソ
ウ
な
ど
の
栽
培
・
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受

賞
を
励
み
と
し
、
今
後
さ
ら
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

10
月
14
日
（
日
）
こ
も
れ
び
ホ
ー

ル
周
辺
に
お
い
て
、
青
年
団
に
よ
る

「
子
ど
も
と
取
り
組
む
地
域
活
動
第

２
弾
」
ネ
オ
ン
ボ
ー
ル
作
り
＆
カ
レ

ー
作
り
＆
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
班
ご
と
に
分
か
れ
て
、
ネ
オ
ン

ボ
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
。
自
分
の
好

き
な
色
や
模
様
を
透
明
の
ケ
ー
ス
に

描
き
、
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
張
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
夕
食
の
カ
レ

ー
作
り
で
す
。
材
料
を
買
う
た
め
班

ご
と
に
青
年
団
限
定
の
お
金
を
渡
し

ま
し
た
。
お
金
を
手
に
い
れ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
内
の

青
年
団
ス
ト
ア
ー
で
、
色
々
な
材
料

を
前
に
真
剣
な
顔
つ
き
で
考
え
悩
み
、

出
来
上
が
る
カ
レ
ー
を
思
い
描
き
な

が
ら
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

夕
食
後
に
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
毎
年
恒
例
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
」
が

点
火
の
儀
式
に
登
場
し
、
子
ど
も
た

ち
と
共
に
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

昼
か
ら
始
ま
り
夜
ま
で
の
長
い
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
帰
り
際
の
子
ど

も
た
ち
の
表
情
は
、
一
日
を
楽
し
ん

で
と
て
も
満
足
な
様
子
で
し
た
。

ネオンボール・カレー作り・キャンプファイヤー

広報くろたき　

フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
と
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
！

お
米
も
自
分
た
ち
で
洗
い
ま
す
！

サ
サ
ユ
リ
組
合
　

組
合
長
　
吉
村
元
成
氏



歳　　　入

老人保健 200 , 1 8 3 , 4 3 3
2 0 0 , 2 3 7 , 9 2 6

1 4 8 , 5 1 0 , 6 0 7

4 5 , 3 6 8 , 9 3 5
4 5 , 4 2 8 , 6 9 2

54,493

28,516

59,757

12,702,832
介護保険

下 水 道 事 業

簡易水道事業

会 計 名 歳　　　出

歳　　　入

1 1 8 , 6 9 2 , 7 1 0

1 , 2 9 8 , 7 9 6 , 4 0 6

歳　　　出

1 , 4 0 3 , 1 0 3 , 4 1 0

1 1 8 , 6 0 7 , 2 4 3

1 2 4 , 1 9 3 , 8 6 4国民健康保険

差 　 引

104,307,004

差 　 引

10,490,675

85,467
国民健康保険

特 別 会 計

一般会計

（一般会計からの繰入金）

事 業 勘 定

診療施設勘定

（11 ,060 ,508）

（4 ,348 ,000）

（24 ,861 ,986）

（23 ,370 ,000）

（23 ,254 ,354）

単単位位：：円円

135 , 8 0 7 , 7 7 5

3 7 , 0 2 7 , 4 5 2

1 1 3 , 7 0 3 , 1 8 9

3 7 , 0 5 5 , 9 6 8
（21 ,100 ,000）

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

地方交付税（59.14％）
829,836,000円

村債（7.43％）
104,300,000円

村税（5.44％）
76,330,911円

県支出金（5.69％）
79,809,108円

繰入金（7.17％）
100,559,235円

繰越金（4.77％）
66,879,356円

災害復旧費（3.26％）
42,355,828円

労働費（0.43％）
5,578,133円

議会費（2.59％）
33,637,985円

消防費（3.85％）
49,968,012円

商工費（1.86％）
24,185,445円

衛生費（7.80％）
101,330,575円

教育費（9.47％）
122,959,942円

民生費（15.60％）
202,623,947円

総務費（17.13％）
222,464,962円

公債費（23.82％）
309,314,713円

農林水産業費（7.00％）
90,959,166円

土木費（7.19％）
93,417,698円

使用料及び手数料
10,860,600円（0.77％）

地方消費税交付金
10,090,000円（0.72％）

自動車取得税交付金
9,623,000円（0.69％）

分担金及び負担金
8,915,550円（0.64％）

地方特例交付金
1,685,000円（0.12％）

財産収入（0.11％）
1,481,844円

利子割交付金
463,000円（0.03％）

株式等譲渡所得割交付金
574,000円（0.04％）

配当割交付金
703,000円（0.05％）

交通安全対策特別交付金
481,000円（0.03％）

平平平平 成成成成 1111 8888 年年年年 度度度度
決決決決 算算算算 報報報報 告告告告

一般会計・歳出1,298,796,406円

平
成
18
年
度
の
黒
滝
村
の
決

算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
６
日
か

ら
開
か
れ
た
平
成
19
年
黒
滝
村

議
会
第
４
回
定
例
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

決
算
と
は
、
村
が
１
年
間
に

使
っ
た
金
額
と
財
源
と
し
て
入

っ
た
金
額
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

み
な
さ
ん
の
納
め
て
い
た
だ
い

た
大
切
な
税
金
を
村
が
ど
の
よ

う
に
使
っ
た
か
の
実
績
報
告
と

も
い
え
ま
す
。

●
一
般
会
計
●

村
の
会
計
は
い
く
つ
か
に
分

か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

入
（
村
に
入
っ
た
お
金
）
と
、

昨
年
度
よ
り
の
繰
越
金
６
６
８

７
万
円
余
り
、
及
び
、
以
前
よ

り
積
み
立
て
て
あ
っ
た
ふ
る
さ

と
創
生
基
金
等
を
取
り
崩
し
、

繰
り
入
れ
し
た
歳
入
総
額
は

14
億
３
１
０
万
３
４
１
０
円
、

歳
出
（
村
が
使
っ
た
お
金
）
の

総
額
は
12
億
９
８
７
９
万
６
４

０
６
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を

差
し
引
く
と
１
億
４
３
０
万
７

０
０
４
円
を
翌
年
度
へ
繰
り
越

し
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

平平平平成成成成１１１１８８８８年年年年度度度度 決決決決 算算算算 報報報報 告告告告

一般会計・歳入1,403,103,410円

広報くろたき　

国庫支出金（3.28％）
46,009,219円

地方譲与税（1.73％）
24,255,455円

諸収入（1.11％）
15,629,132円

寄付金（1.04％）
14,618,000円



【
人
権
・
行
政
相
談
】

人
権
・
行
政
に
つ
い
て
の
相
談
所
を
左
記

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
日

時

12
月
７
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
12
時

●
場

所

中
央
公
民
館

●
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

下
浦
順
子
（
槙

尾
）
６
２
‐
２
０
１
４

西
浦
善
明
（
御
吉
野
）
６
２
‐
２
４
１
８

行
政
相
談
員

徳
田

初
（
鳥
　
住
）
６
２
‐
２
５
５
５

●
問
合
せ

住
民
課
・
総
務
課

@

０
７
４
７
‐
６
２
‐
２
０
３
１

【
人
権
週
間
無
料
法
律
相
談
】

人
権
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）
に
と
も

な
い
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開
設

さ
れ
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日

時

12
月
５
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場

所

下
市
町
役
場
１
階
第
１
相
談
室

@

０
７
４
７
‐
５
２
‐
０
０
０
１

人人

権権

週週

間間

11
月
９
日
〜
15
日

統
一
標
語

『
火
は
見
て
る
　
あ
な
た
が
離
れ
る
　
そ
の
時
を
』

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
の
で
、

火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
近
年

の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
が
８
割
以
上
を
占
め
、
ま
た
、
住
宅
火
災
に

お
け
る
死
者
の
内
、
高
齢
者
層
（
65
歳
以
上
）
が
約

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
次
の
事
項
を
こ

こ
ろ
が
け
、
火
災
の
な
い
村
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消

火
器
等
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

平
成
19
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動検

察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら

で
選
ば
れ
た
11

人
の
検
察
審
査
員
が
、
一
般
の
国
民
を

代
表
し
て
、
検
察
官
が
被
疑
者
（
犯
罪

の
嫌
疑
を
受
け
て
い
る
者
）
を
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）

の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕

事
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
検
察
審

査
員
は
、
ま
ず
、
選
挙
権
を
持
つ
人
の

中
か
ら
毎
年
12
月
に
黒
滝
村
選
挙
管
理

委
員
会
が
行
う

に
よ
っ
て
検
察
審

査
員
候
補
者
と
し
て
選
ば
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
検
察
審
査
会
事
務
局
に
お
け
る

に
よ
っ
て
、
そ
の
候
補
者
の
う
ち

か
ら
さ
ら
に
約
１
割
の
人
が
選
ば
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
人
の
希
望
の
あ

る
な
し
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ

役
場
総
務
課
内
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
又
は
検
察
審
査
会
事
務
局

@
０
７
４
７
‐
２
３
‐
０
２
６
１

検検
察察
審審
査査
会会
にに
つつ
いい
てて

■　村　債（借入金）

■　基　金（貯金）

前年度末未償還元金 平成18年度借入額 平成18年度償還元金 平成18年度末未償還元金

2,493,827千円 113,500千円 302,909千円 2,304,418千円

山林造成基金　　　　　 23,420 千円

修学修業基金　　　　　　 7,890千円

農業災害補償基金　　　　 1,312千円

財政調整基金　　　　　 272,868千円

中央公民館基金　　　　　 2,520 千円

智光基金　　　　　　　　 5,000千円

国民健康保険 1,000千円高額療養貸付基金　　　　　　　　　

ふるさと創生基金　　　 107,470千円

林業後継者育成基金　　 16,810 千円

村営住宅基金　　　　　 89,376千円

減債基金　　　　　　　　 1,130千円

地域振興基金　　　　　 73,362千円

土地開発基金　　　　　 11,973千円

中山間ふるさと水と土 6,020千円保全基金　　　　　　　　

国民健康保険財政調整基金 20,707千円

介護保険財政調整基金　　 15,354千円

林業振興基金　　　　　　 2,182千円

診療所施設減損積立金　　　 840千円

合　　計　　 659,234千円

基基金・金・村債の状況村債の状況
女女
性性
のの
人人
権権
ホホ
ッッ
トト
ララ
イイ
ンン

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ
め

と
し
て
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女

性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
の
中
の
男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
委
員
が
次
の
と
お
り
無
料
・
秘
密
厳
守

で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日

時

11
月
12
日
（
月
）

〜
11
月
18
日
（
日
）

（
平
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

@
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
対

象

県
内
在
住
の
女
性

●
相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
委
員

（
人
権
擁
護
委
員
）

●
問
合
せ

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
@
０
７
４
２
‐
２
３
‐
５
４
５
７
）

12月31日現在で調査を実施！
調査員がお伺いします。
調査票の正確なご記入をお願いいたします。

経済産業省　奈良県　黒滝村

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

こ
の
最
低
賃
金
！

県
内
で
事
業
を
営
む
使

用
者
及
び
そ
の
事
業
所
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）

に
適
用
さ
れ
る
奈
良
県
最

低
賃
金
が
、
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

奈
良
県
最
低
賃
金

時
間
額
　
６
６
７
円

効
力
発
生
年
月
日

平
成
19
年
10
月
25
日

奈
良
労
働
局

管
下
労
働
基
準
監
督
署

奈奈
良良
県県
最最
低低

賃賃
金金
改改
正正

広報くろたき　

工工工工 業業業業
統統統統 計計計計
調調調調 査査査査



献献
血血
にに
ごご
協協
力力
ああ
りり
がが

とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
！

９
月
28
日
（
金
）
中
央
公
民
館

で
献
血
が
行
わ
れ
、
70
名
の
方
々

が
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
多
く
の

献
血
を
必
要
と
す
る
方
々
の
尊
い

生
命
を
救
う
こ
と
に
大
い
に
役
立

つ
事
が
出
来
ま
し
た
。

（
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

等
に
よ
り
、
個
人
名
は
掲
載
し
な

い
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。）

本
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
２
人

の
任
期
満
了
に
伴
い

中
谷
　
敏
弘
氏
（
寺
　
戸
）【
再
任
】

平
岩
　
一
晃
氏
（
粟
飯
谷
）【
新
任
】

が
村
議
会
に
て
選
任
同
意
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
平
成
４
年
９
月
よ
り
５
期
15

年
に
わ
た
り
村
の
公
正
な
税
務
行
政
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
た
、
辻

良
三
氏

（
脇
川
）
は
、
今
回
の
任
期
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
永
年
の
ご

功
績
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。委

員
の
み
な
さ
ま
の
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
】

（
敬
称
略
）

委
員
長
　
平
岩
　
一
晃
（
粟
飯
谷
）

委
　
員
　
中
谷
　
敏
弘
（
寺
　
戸
）

委
　
員
　
中
井
　
龍
彦
（
赤
　
滝
）

固固
定定
資資
産産
評評
価価
審審査査

委委
員員
紹紹
介介

本
村
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

山
本
　
忠
男
氏
（
槙
尾
）【
再
任
】

が
、
先
の
村
議
会
に
て
任
命
同
意
さ
れ
、

そ
の
後
の
教
育
委
員
会
で
、
委
員
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
】

（
敬
称
略
）

委
員
長
　
山
本
　
忠
　
男
（
槙
　
尾
）

委
　
員
　
九
鬼
　
良
　
三
（
粟
飯
谷
）

委
　
員
　
辰
巳
　
た
つ
子
（
粟
飯
谷
）

委
　
員
　
近
藤
　
美
智
雄
（
寺
　
戸
）

問
合
せ
　
教
育
委
員
会

教教
育育
委委
員員
紹紹
介介

子
ど
も
が
急
病
に
な
っ
た
と
き
、
お

困
り
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

今
回
、
子
育
て
中
の
方
々
に
小
児
救
急

の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

講
演

「
子
ど
も
急
病
時
！
　

こ
ん
な
時
ど
う
す
る
の
？
」

講
師

黒
滝
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所

医
師
　
明
珍
薫

日
時

11
月
５
日
（
月
）

11
時
30
分
〜
12
時

場
所

黒
滝
村
中
央
公
民
館
２
階

お
も
ち
ゃ
図
書
館

対
象

育
児
中
の
保
護
者

担
当

役
場
保
健
福
祉
課

※
事
前
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
下
さ
い
。

育育
児児
中中
のの
保保
護護
者者
向向
けけ
講講
座座

黒滝村人権・同和問題啓発推進本部

毎月11日は

『人人権権をを確確かかめめああうう日日』です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

■今月のおすすめ
中央公民館図書コーナーには約４，５００冊の本があります。あ

なたの探していた本もあるかもしれませんので、どしどしご利用
ください。

■貸 し 出 し 日 月～金曜日（祝日は休み）
■貸し出し期間 ２週間
※ただし、それ以上になる場合は村教育委員会へ、連絡してください。

（文学）夜のピクニック／恩田　陸
高校生活を飾るイベント「歩行祭」。それは全校生徒が夜を

徹して８０キロ歩き通すという、北高の伝統行事だった。甲田
貴子は密かな誓いを胸に抱いて、歩行祭にのぞんだ。３年間誰
にも言えなかった秘密を清算するために。学校生活の思い出や
卒業後の夢など語らいつつ、親友たちと歩きながらも、貴子だ
けは、小さな賭けに胸を焦がしていた。本屋大賞を受賞した永
遠の青春小説。
（読み物）２１世紀仏教への旅　インド編（上下）／五木寛之
（読み物）国会は無駄づかい／岡野加穂留
（児童書）ホームズ少年探偵団　ニューヨークの怪事件

／ロバート・ニューマン　

平
成
16
年
10
月
に
発
生
し
た
中

越
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
旧

山
古
志
村
か
ら
、
御
礼
の
葉
書
が

届
き
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

当
時
、
村
民
の
皆
様
・
各
種
団
体

か
ら
頂
い
た
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
い
っ

ぱ
い
の
毛
布
・
タ
オ
ル
・
衣
類
等

日
常
生
活
品
を
山
古
志
村
へ
搬
送

し
ま
し
た
。
文
中
に
は
、「
み
な

さ
ま
の
お
か
げ
で
平
成
20
年
の
正

月
を
山
古
志
で
迎
え
る
こ
と
が
出

来
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
安
ら

ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
努
力
し
ま
す
。」

と
、
村
民
の
皆
様
に
対
し
て
深
い

感
謝
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

旧旧
山山
古古
志志
村村
よよ
りり

感感
謝謝
のの
ハハ
ガガ
キキ

広報くろたき　

高
齢
者
の
安
全
と
飲
酒
運

転
の
根
絶
な
ど
を
主
な
ね
ら

い
と
し
て
、
９
月
21
日
か
ら

30
日
ま
で
、
秋
の
交
通
安
全

県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
、
本

村
で
も
交
通
対
策
協
議
会
、

交
通
安
全
協
会
及
び
交
通
安

全
母
の
会
が
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

期
間
中
「
中
吉
野
地
区
高

齢
者
交
通
安
全
大
会
」
に
お

い
て
、
本
村
誠
心
会
の
脇
坂

武
男
さ
ん
が
交
通
安
全
宣
言

を
行
い
ま
し
た
。

運
動
期
間
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
本
村
に
お
い
て
は
飲

酒
運
転
の
罰
則
規
定
が
大
幅

に
重
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

「
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
平
成
20
年
３
月
ま

で
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会

に
交
通
事
故
の
な
い
村
づ
く

り
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

交通事故のない村づくり交通事故のない村づくり
～秋の交通安全県民運動を実施しました～～秋の交通安全県民運動を実施しました～


